


昭和から100年　ピアノ音楽の共鳴と革新を、いま見つめる

　2026年は、昭和元年（1926年）から数えてちょうど100年という、歴史的な節
目にあたります。  西洋から届いた「ピアノ」という楽器に、日本の作曲家たちは
自らの美意識と精神を深く注ぎ込んできました。激動の昭和を駆け抜け、独自
の音楽語法を確立した日本の先達。そして、彼らと時を同じくして共鳴し合っ
た海外の作曲家たち。同時代を生きる同志として彼らが放った鮮烈な光を、
一つの大きな時の流れとしてプログラムを構成いたしました。

リサイタルシリーズ 「時空・響・流転」   ピアノ音楽の様々な可能性の追求

　1994年に始動したピアノリサイタル「時空・響・流転」の《波動シリーズ》では、
プログラム全曲を現代ピアノ曲で構成し、日本を含む世界８カ国、計51曲の作
品を取り上げてきました。国内の作曲家の作品の委嘱初演はもとより、海外で
は高く評価されていながら、日本では未だ知られざる秀作を発掘・紹介。各国
の作品と日本人作曲家の作品を対比させることで、それらが世界の中で占め
る座標を提示しました。
　また、第1回より国内外の作曲家にピアノとライブ・コンピュータ・システムのため
のインタラクティブ・コンピュータ音楽作品を委嘱・初演することを通して、「新たな
音空間の創造」と、「ピアノ音楽の更なる可能性の追求」に力を注いでおります。
　2015年以降のリサイタルでは「ロマン派から現代への架橋」を掲げ、ショパン
やリストを現代音楽作品と同じ舞台で演奏することで、時代を超えて連なる音
楽の潮流を浮き彫りにしてきました。　　
　現代音楽というと、ともすれば他の時代とは一線を画した一分野として思われ
がちですが、諸作品を精査し演奏すると、印象派、ロマン派はもとより、それ以前
の作品から連なる流れは、途切れることなく現代音楽へ継がれていることを再
認させられます。あくまでもクラシック音楽の延長線上にあるべきと考え、現代
ピアノ音楽作品の演奏について探求を続けております。

「時空・響・流転ーX」　そしてその先へ

　この「X」はこれまでを締めくくる集大成ではなく、積み上げてきた全ての響き
と共に、新たな音の世界を拓くための一歩となります。時空と国境を越えて交差
する感性。ピアノとライブ・コンピュータが描き出す革新の音響。それらが織りなす
景色は、いまこの瞬間でしか出会えない唯一無二のものになるでしょう。
　この節目を一つの通過点として、音楽が明日へと向かう豊かな可能性を、皆様
と分かちあえることを願っております。
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